
日時 令和７年７月２４日（木）１３：００～１６：００ 

場所 関市立桜ヶ丘中学校 すばる２A教室 

 

 

 

１ 日程 

  １３：００～ １３：１０ 全体説明 

  １３：１０～ １４：００ 音楽科全体説明  

  １４：１０～ １６：００ グループ協議①・②  

 

２ 当日の内容及び持ち物について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度 

中学校教育課程研究協議会【音楽】 美濃・可茂教育事務所 

【全体主題】 

「指導と評価の一体化」を核とした授業改善・学習改善の在り方 

【グループ協議について】 

■協議① 題材を通した指導と評価の計画に係る研究協議 

題材の内容や時間のまとまりを見通して、単位時間の役割や位置付けを明らかにした

り、どの時間に何を評価するのかを明確にしたりするためにどのような工夫をしました

か。 

■協議② これからの実践に生かす「指導と評価の一体化」を図った授業づくり 

題材や授業を通して、生徒自身が学ぶ意義や喜び、成長を実感できる授業にするため

に、どのような授業改善が必要ですか。それに関わって、どのような実践（工夫）をしま

したか。 

※「美濃・可茂地区 中学校教育課程研究協議会 研究協議会テーマ一覧」記載 

※上記２つの協議は、ご自身のこれまでの実践をもとに題材計画（評価）の工夫や授業の

工夫を紹介し合い、ねらう生徒の姿や教師の意図的な指導・援助（発問や価値付け）の

具体等について考え、協議します。 

 

【当日の持ち物】 

１ 中学校学習指導要領解説（平成２９年告示） 音楽編 

２ 「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料」（中学校 音楽）（国立

教育政策研究所教育課程研究センター 令和２年３月） 

３協議会資料（美濃地区は美濃教育事務所の HP、可茂地区は Plantに掲載） 

※１～３の資料については、紙媒体、データのどちらでもよい。 

 

４グループ協議①②で用いる資料（１０部） 

自分の実践を説明しやすくするため、テーマに関わる実践について「指導案」、「指

導と評価の計画(題材指導計画)」、「教材や実践の様子が分かる写真」などを任意の

様式で持参してください。 
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令和７年度

中学校教育課程研究協議会（音楽科）

音楽の授業を通して、子どもたちに付けたい力

美濃・可茂教育事務所

全体主題 「指導と評価の一体化」を核とした
授業改善・学習改善の在り方

美濃・可茂教育事務所

本日の予定

１３：００～１３：１０ はじめの会 美濃教育事務所長 挨拶

１３：１０～１４：１５ 音楽科全体説明
１４：１５～１４：２５ 休憩
１４：２５～１５：００ グループ協議①※実践交流を含む
１５：００～１５：１０ 休憩
１５：１０～１５：４５ グループ協議② ※実践交流を含む
１５：４５～１６：００ まとめ・アンケート回答
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2

音楽科全体説明の内容
Ⅰ 生活や社会の中の音や音楽と豊かに関わる資質・能力を
育むための指導計画について

Ⅱ 個別最適な学びと協働的な学びの位置付けについて

Ⅲ 今後の方向性から

音楽科の目標に関わって Ⅰ Ⅱ Ⅲ

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力、人間性等

表現及び鑑賞の（幅広い）活動を通して、音楽的な見方・考え方を働
かせ、生活や社会の中の音や音楽（、音楽文化）と豊かに関わる資質・
能力を次のとおり育成することを目指す。
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3

音楽科の目標に関わって Ⅰ Ⅱ Ⅲ

生活や社会の中の音や音楽と豊か
に関わる子供の姿（状態）とは？

音楽科の目標に関わって Ⅰ Ⅱ Ⅲ

生活や社会の中の音や音楽と豊か
に関わる子供の姿（状態）とは？

そのために、音楽の授業で
どのような学びが
必要でしょうか。
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4

音楽科の目標に関わって Ⅰ Ⅱ Ⅲ

「音楽って
すばらしい」

「この曲は
すばらしい」

音楽科の目標に関わって Ⅰ Ⅱ Ⅲ

「音楽って
すばらしい」

「この曲は
すばらしい」

最終的に子供に実感してほ
しいのは、楽曲そのものに
留まらない音楽文化のすば
らしさ
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5

音楽科の目標に関わって Ⅰ Ⅱ Ⅲ

「音楽って
すばらしい」

「この曲は
すばらしい」

最終的に子供に実感してほ
しいのは、楽曲そのものに
留まらない音楽文化のすば
らしさ

一つの楽曲を仕上げることで完結せず、
意図的に学びの「つながり」を
生み出すことが重要

指導計画にあたって Ⅰ Ⅱ Ⅲ

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力、人間性等

表現及び鑑賞の（幅広い）活動を通して、音楽的な見方・考え方を働
かせ、生活や社会の中の音や音楽（、音楽文化）と豊かに関わる資質・
能力を次のとおり育成することを目指す。
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6

目標と内容における資質・能力の系統立て

資質・能力
知識及び技能 思考力，判断力，

表現力等
学びに向かう力，
人間性等知識 技能

教科の目標 （１） （２） （３）

学年の目標 （１） （２） （３）

内
容

表 現 イ ウ ア

※鑑 賞 イ ー ア

〔共通事項〕 イ ー ア

指導計画にあたって Ⅰ Ⅱ Ⅲ

中学校学習指導要領解説音楽編より

指導計画にあたって Ⅰ Ⅱ Ⅲ

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料より

思考力・判断力・表現力に関する内容
歌唱 器楽 創作 鑑賞

【共通事項】ア
音楽を形づくっている要素を聴き取り、それらの働きが生み出すよさや面白さ、美しさ
を感じ取りながら、聴き取ったことと感じ取ったこととの関わりについて考え⇒

⇒ 歌唱表現に関わる
知識や技能を得たり生か
したりしながら、歌唱表
現を創意工夫すること。

⇒ 器楽表現に関わる
知識や技能を得たり生か
したりしながら、器楽表
現を創意工夫すること。

⇒ 創作表現に関わる
知識や技能を得たり生か
したりしながら、創作表
現を創意工夫すること。

⇒鑑賞に関わる知識を
得たり生かしたりしなが
ら、次の（ア）から（ウ）ま
でについて自分なりに考
え、音楽のよさや美しさ
を味わって聴くこと。
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7

指導計画にあたって Ⅰ Ⅱ Ⅲ

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料より

思考力，判断力，表現力等

〔
共
通
事
項
〕
ア

音楽を形づくっている要素や要素同士
の関連を知覚し，それらの働きが生み
出す特質や雰囲気を感受しながら，知
覚したことと感受したこととの関わり
について考えること。

 

歌
唱
ア

歌唱表現についての知識や技能を得た
り生かしたりしながら，歌唱表現を創
意工夫すること。

指導計画にあたって Ⅰ Ⅱ Ⅲ

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料より

思考力，判断力，表現力等

〔
共
通
事
項
〕
ア

音楽を形づくっている要素や要素同士
の関連を知覚し，それらの働きが生み
出す特質や雰囲気を感受しながら，知
覚したことと感受したこととの関わり
について考えること。

 

歌
唱
ア

歌唱表現についての知識や技能を得た
り生かしたりしながら，歌唱表現を創
意工夫すること。

思考・判断・表現の評価規準（例）

音楽を形づくっている要素や
要素同士の関連を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や
雰囲気を感受しながら，知覚
したことと感受したこととの
関わりについて考え，

歌唱表現を創意工夫している。
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8

思考力，判断力，表現力等

〔
共
通
事
項
〕
ア

音楽を形づくっている要素や要素同士
の関連を知覚し，それらの働きが生み
出す特質や雰囲気を感受しながら，知
覚したことと感受したこととの関わり
について考えること。

 

歌
唱
ア

歌唱表現についての知識や技能を得た
り生かしたりしながら，歌唱表現を創
意工夫すること。

思考・判断・表現の評価規準（例）

音楽を形づくっている要素や
要素同士の関連を知覚し，そ
れらの働きが生み出す特質や
雰囲気を感受しながら，知覚
したことと感受したこととの
関わりについて考え，

歌唱表現を創意工夫している。

「思考・判断のよりどころとなる
主な音楽を形づくっている要素」

指導計画にあたって Ⅰ Ⅱ Ⅲ

「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料より

思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

音色 リズム 旋律 強弱

「思考・判断のよりどころとなる
主な音楽を形づくっている要素」
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9

思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

〇学習内容 ・学習活動 知・技 思・判・表 態

第
１
時

〇楽曲の歌詞の表す様子や曲の特徴を捉える。
・範唱を聴いて、気付いたことや感じたことを発表する。
・リズムや音程に気を付けて、楽譜を見ながら歌う。

〇楽曲の特徴を捉えて歌唱表現を工夫する。
・各フレーズの「音色」「リズム」「強弱」「旋律」の特徴を捉えて、
表現を工夫する。

第
２
時

〇曲想と音楽の構造や歌詞の内容の関わりについて気付く。
・前時を振り返り、第１、２、４フレーズと第３フレーズを分けて歌う。
・歌いながら、第１、２、４フレーズと第３フレーズの違いについて、
「二部形式」をよりどころにワークシートにまとめる。

〇「形式」をよりどころにして、曲想と音楽の構造や歌詞の内容
との関わりについて気付いたことを生かして表現を工夫し、思いや意
図をもつ。

・第１、２、４フレーズと第３フレーズの各要素の働きに着目して「形
式」に関連する要素を用いた工夫を考えたり歌ったりする。

～

知

思

思

思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

音色 リズム 旋律 強弱

「思考・判断のよりどころとなる
主な音楽を形づくっている要素」

手掛かり

思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素

形 式

17
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10

思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

〇学習内容 ・学習活動 知・技 思・判・表 態

第
１
時

〇楽曲の歌詞の表す様子や曲の特徴を捉える。
・範唱を聴いて、気付いたことや感じたことを発表する。
・リズムや音程に気を付けて、楽譜を見ながら歌う。

〇楽曲の特徴を捉えて歌唱表現を工夫する。
・各フレーズの「音色」「リズム」「強弱」「旋律」の特徴を捉えて、
表現を工夫する。

第
２
時

〇曲想と音楽の構造や歌詞の内容の関わりについて気付く。
・前時を振り返り、第１、２、４フレーズと第３フレーズを分けて歌う。
・歌いながら、第１、２、４フレーズと第３フレーズの違いについて、
「二部形式」をよりどころにワークシートにまとめる。

〇「形式」をよりどころにして、曲想と音楽の構造や歌詞の内容
との関わりについて気付いたことを生かして表現を工夫し、思いや意
図をもつ。

・第１、２、４フレーズと第３フレーズの各要素の働きに着目して「形
式」に関連する要素を用いた工夫を考えたり歌ったりする。

～

知

思

思

思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

音色 リズム 旋律 強弱

「思考・判断のよりどころとなる
主な音楽を形づくっている要素」

手掛かり

歌唱や器楽、鑑賞のイ（知識）の事項

「曲想と音楽の構造との関わり～」

思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素

形 式

その音楽に固有の雰
囲気や表情、味わい

音楽を形づくっている要素の表れ方や、音楽を特徴
付けている要素と音楽の仕組みとの関わり合い
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11

思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

音色 リズム 旋律 強弱

「思考・判断のよりどころとなる
主な音楽を形づくっている要素」

手掛かり

思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素

形 式

音色 強弱速度

音色 リズム 旋律 強弱

「思考・判断のよりどころとなる
主な音楽を形づくっている要素」

手掛かり

工夫の具体

思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素

形 式
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12

「形式」を思考・判断のよりどころにした思いや意図の例

・第１、第２、第４フレーズは、スピード感を出せるように、弾むような声で歌い、第３フレーズ
は、のびやかな声で歌いたい。（音色）

・メッゾピアノの第１、第２、第４フレーズと対比して、第３フレーズはフォルテになっているの
で、強く息を吐いて、大きな波の感じが表現できるように歌いたい。（強弱）

・第１、２フレーズと第４フレーズを比較すると、すごく似ているけれども、最後のrit.に違いが
ある（ＡとＡ’の差）から、このrit.を十分にゆっくりさせて消えるように歌いたい。（速度）

思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

「形式」を思考・判断のよりどころにした思いや意図の例

歌唱ウ（イ）の技能へ

思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

・第１、第２、第４フレーズは、スピード感を出せるように、弾むような声で歌い、第３フレーズ
は、のびやかな声で歌いたい。（音色）

・メッゾピアノの第１、第２、第４フレーズと対比して、第３フレーズはフォルテになっているの
で、強く息を吐いて、大きな波の感じが表現できるように歌いたい。（強弱）

・第１、２フレーズと第４フレーズを比較すると、すごく似ているけれども、最後のrit.に違いが
ある（ＡとＡ’の差）から、このrit.を十分にゆっくりさせて消えるように歌いたい。（速度）
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13

思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

〇学習内容 ・学習活動 知・技 思・判・表 態

第
１
時

〇楽曲の歌詞の表す様子や曲の特徴を捉える。
・範唱を聴いて、気付いたことや感じたことを発表する。
・リズムや音程に気を付けて、楽譜を見ながら歌う。

〇楽曲の特徴を捉えて歌唱表現を工夫する。
・各フレーズの「音色」「リズム」「強弱」「旋律」の特徴を捉えて、
表現を工夫する。

第
２
時

〇曲想と音楽の構造や歌詞の内容の関わりについて気付く。
・前時を振り返り、第１、２、４フレーズと第３フレーズを分けて歌う。
・歌いながら、第１、２、４フレーズと第３フレーズの違いについて、
「二部形式」をよりどころにワークシートにまとめる。

〇「形式」をよりどころにして、曲想と音楽の構造や歌詞の内容
との関わりについて気付いたことを生かして表現を工夫し、思いや意
図をもつ。

・第１、２、４フレーズと第３フレーズの各要素の働きに着目して「形
式」に関連する要素を用いた工夫を考えたり歌ったりする。

～

知

思

技

思

意図的な指導計画で学びをつなげる Ⅰ Ⅱ Ⅲ

思いや意図

味わって聴く

関連について考える

技能
知 覚

（聴き取ったこと）
感 受

（感じ取ったこと）
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本日の内容
Ⅰ 生活や社会の中の音や音楽と豊かに関わる資質・能力を
育むための指導計画について

Ⅱ 個別最適な学びと協働的な学びの位置付けについて

Ⅲ 今後の方向性から

一斉指導と個に応じた指導 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

一斉指導

27
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一斉指導と個に応じた指導 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

一斉指導

どこかに焦点を
合わせる指導

一斉指導と個に応じた指導 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
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一斉指導

どこかに焦点を
合わせる指導

一斉指導と個に応じた指導 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

個に応じた指導一斉指導

どこかに焦点を
合わせる指導

～多様な個への対応～
一部の子ではなく、す
べての子を対象にした
「多様」な対応が必要
な時代になっている。

一斉指導と個に応じた指導 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

31
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個別最適な学びと協働的な学び Ⅰ Ⅱ Ⅲ

個に応じた指導

教育課程部会における審議のまとめ（令和３年１月２５日中教審）

音色 強弱速度

音色 速度 強弱

思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素

旋 律

個に応じた指導の例 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

焦点化

工夫の具体
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音色 速度 強弱

思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素

旋 律

個に応じた指導の例 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

焦点化

音色

音色 速度 強弱

思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素

旋 律

個に応じた指導の例 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

焦点化することで、
個の状況を見取る
ことが可能となる。

焦点化
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音色

音色 速度 強弱

思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素

旋 律

個に応じた指導の例 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

個々の状況に応じた
個別の手立て
【指導の個別化】

焦点化することで、
個の状況を見取る
ことが可能となる。

焦点化

音色 強弱速度

思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素

旋 律

個に応じた指導の例 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

工夫の具体

そのような委ねる
場の位置付け
【学習の個性化】

どの要素を関連付けて
思いや意図をもって工
夫をするのかについて
委ねる
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音色 強弱速度

音色 速度 強弱

思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素

旋 律

個に応じた指導の例 Ⅰ Ⅱ Ⅲ

焦点化

工夫の具体

「しっかり
教える」

「しっかり
委ねる」

音色 強弱速度

音色 速度 強弱

思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素

旋 律

個別最適な学びと協働的な学び Ⅰ Ⅱ Ⅲ

焦点化

工夫の具体

個

個
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音色 強弱速度

音色 速度 強弱

思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素

旋 律

個別最適な学びと協働的な学び Ⅰ Ⅱ Ⅲ

焦点化

工夫の具体

個

個

他者との協働

音色 強弱速度

音色 速度 強弱

思考・判断のよりどころとなる主な音楽を形づくっている要素

旋 律

個別最適な学びと協働的な学び Ⅰ Ⅱ Ⅲ

焦点化

工夫の具体

個で考えることから始まり

個が深まる

他者との協働を通して
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個別最適な学びと協働的な学び Ⅰ Ⅱ Ⅲ

協働的な学び

教育課程部会における審議のまとめ（令和３年１月２５日中教審）

本日の内容
Ⅰ 生活や社会の中の音や音楽と豊かに関わる資質・能力を
育むための指導計画について

Ⅱ 個別最適な学びと協働的な学びの位置付けについて

Ⅲ 今後の方向性から
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今後の方向性から Ⅰ Ⅱ Ⅲ

今後の方向性から Ⅰ Ⅱ Ⅲ
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今後の方向性から Ⅰ Ⅱ Ⅲ

今後の方向性から Ⅰ Ⅱ Ⅲ
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今後の方向性から Ⅰ Ⅱ Ⅲ

今後の方向性から Ⅰ Ⅱ Ⅲ
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今後の方向性から Ⅰ Ⅱ Ⅲ

今後の方向性から Ⅰ Ⅱ Ⅲ
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今後の方向性から Ⅰ Ⅱ Ⅲ

令和７年度 中学校教育課程研究協議会（音楽科）

協議１：題材を通した指導と評価の計画に係る研究協議
題材の内容や時間のまとまりを見通して、単位時間の役割や位置付けを明らかにし
たり、どの時間に何を評価するのかを明確にしたりするためにどのような工夫をしまし
たか。

協議２：これからの実践に生かす「指導と評価の一体化」を図った授業づくり
題材や授業を通して、児童自身が学ぶ意義や喜び、成長を実感できる授業にするた
めに、どのような授業改善が必要ですか。それに関わって、どのような実践（工夫）を
しましたか。
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